
1. 序章

1-1. 研究の背景と目的

　旧来より港町として発達した岡山県牛窓地区は、江戸

時代に来航した朝鮮通信使の影響を受けた文化が地域行

事などに残り、町家型の木造住宅から成る町並みが現存

している。しかし、過疎地域に指定されるなど、人口減

少や少子高齢化が進んでおり、多くの空き家が発生して

いる。一方、既存の住宅を改修しながら住む移住者や、

当地区への移住希望者も一定数存在しており、まちづく

り活動の一環として、地元住民が依頼に応じた空き家の

紹介や、保存・再生活動を行ってきた。今後もこうした

支援や活動のあり方がさらに模索され、展開されていく

ことが見込まれる。

　そこで、本研究では、居住者が入れ替わっても住宅が

保全・継承されるような住まい方として「住み継ぎ」と

いう概念に着目する。牛窓地区のように血縁関係や地縁

に依らない第三者が住み継ぐ場合、住宅に対し、親族や

従来からの地域住民より多様な価値を見出している可能

性もあると考えられる 2）。こうした第三者が住み継ぐに

あたっての支援を考える上では、住み継ぎがどのように

実現しているか把握する必要があると考えられるが、牛

窓地区における実態は明らかにされていない。

　さらに、このような地域における空き家は、多くが住

宅市場に流通していない、老朽化による改修が必要であ

る 6）など、住み継ぐにあたっては入居に至るまでの過

程や、入居後に住宅に関する様々な課題があることも指

摘されている。また、都市部に比べて就業先が少なく、

まちづくり活動も行われるなど地域への意識が高い住民

も多いと予想され、経済面や地域に馴染む過程も継続し

て居住していく上で課題となることが考えられる。

　以上を踏まえ、本研究では、牛窓地区における住み継

ぎの実態を把握するとともに、住み継ぎのプロセスを明

示した上で、住み継ぎが実現した要因を明らかにするこ

とを研究の目的とする。

1-2. 住み継ぎの定義

　本研究では、一般的な住宅市場に流通していない住宅
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が、従 の居住者から、親族や従来からの地域住民に依

らない第三者へと継承され、 たな居住者が継続して居

住していることを住み継ぎと定 する。さらに、住み継

ぎのプロセスが以 の から成ると える（ 1）。

　（ ）移住先 し、家 との を経て入居する

　（ ）入居した住宅に対して住要 を たす

　（ ）入居後に地域 へ する

　（ ）経済的な 定性を 保する

　なお、地域 への とは、 などの地域

活動への 、 き合いなどを指す。また、地域

への を住み継ぎのプロセスに ているのは、住

宅の 地する地域も居住者にとって 要な生活の場であ

り、地域活動や と関わりを ことが、継続して

らしていく上で 要になると考えられるからである

1）。本研究では、住要 を たすような住宅が移住先に

存在することを として、（ ） （ ）のプロセス

を 的に明示した上で、これらのプロセスを実現さ

るた の要因を明らかにする。

1- . 研究と 研究の け

　 山 地域や過疎地域における空き家の活 に いて

は、行 による定住支援 や民家の再生 ス に

関する らによる一 の研究 ）がある。また、住み

継ぎに関する研究としては、既存住宅の流通市場におけ

る住 支援に着目した研究 ）がある。

　本研究は、過疎地域への移住者の事 を り上 てい

るが、こうした地域への移住や定住に を当てた研究

ではなく、 たな入居者と従 の居住者により住み継が

れてきた住宅との関係性に を当てている が と

いえる。

1- . 研究の と

　文 調査 1 11 12） まちづくり活動に り む住

民への ン 調査に づき、牛窓地区の概要を 2

で把握する（ ）。 に、居住者からみた住み継ぎの

的なプロセスや住宅の使われ方を明らかにするた

、牛窓で住み継ぎを実 する居住者へのインタビュー

調査と住宅の実 調査を通して居住者の経 や意

定、住宅 面を把握する（ 2）。 られた調査 は

全て ータ化し、1 2で 定した住み継ぎのプロセスに

対応する部 を 出した。調査対 者は、牛窓のまちづ

くり の ン ーである に、 が把握している

で、牛窓地区の町並みを 成する木造住宅へ入居し、

地域と関わりを ちながら、 らし方に合わ て住宅に

を えている移住者として紹介いた いた方全てであ

り、 移住した多様な 代の移住者による住み継ぎの

事 を本研究では っている。また、全ての事 におい

て、住宅は 家として居住されている。これらの調査

に づき、第 3 で住み継ぎの実態を明らかにする。

第 では、第 3 における住み継ぎを実 する上で

こった出来事や意 定から、 居住者の住み継ぎのプ

ロセスを 成し、全ての調査事 を するような住み

継ぎのプロセスを 出し、住み継ぎを実現するた の課

題に いて考 する。以上から られた 見を踏まえ、

第 で を べる。

2. 地の 要

2-1

　岡山県の 部に する 戸 市は、2 6 に旧

三町（ 町、 町、牛窓町）が合 して 生

した市である。牛窓地区（旧牛窓町）は、岡山市 部

1 に ての 要

者 実

しお 2 1

1 住者 住み継

1 2

2 の 要

住
住者

住者の
住地

の 2 1 2 1
2 1 1

2 の 2 1 2 1
2 1

1 の 岡
山市

2 1 2 1
2 1

2
し 2 11 2 1 1

2 1 12

住宅系研究報告会論文集 12　日本建築学会　2017.12

－ 120 －



より で 2 に し、 から 戸 の

の要 とされた（ 2）。江戸 に来航した朝鮮通信

使の には、改造した町家が使われ、こうした

の に いても調査研究が されている 12）。 時

から 木業や造 業などが発達し、 3 まで地

区の 要 いに が ち並んでいた。現在も町家

型の木造住宅から成る町並みが残っているが、造 業な

どの 業の により、人口減少が進み、旧牛窓町

として過疎地域に指定されている。一方、 が く

も やかな 地 、 3 代から 成 にかけて

ン ンや ー ーが されるなど、 ー

開発も行われた。

2-2 住 に る

　2 に、町並み保存と地域の活性化を目指して地

元住民により「しおまち 通り活性化プロ 」

が され、大学と して空き家を改修し、 ロ

ン（以 、 まち と する）として したり、地

域文化の発信を目指してイ ン を開 するなど、

活動が行われている。また、移住希望者から い合わ

があった場合は、プロ の ン ーが 当たり

のある家 に をとるなど、

空き家の紹介も行っている。

まち は、地元住民や

者が に ち り でき

る場 として開 されており、

に数 、定 的に として地元 の も行

われている。活動の概要を把握するた 、当 の ン

ーである に、プロ の や移住希望

者への対応 に関して ン 調査を行った。 3、

は ン 時の発 を 者がまと たものであ

る。 は、 学まで牛窓で生まれ ち、高 ・大学へ

の進学とともに牛窓を れたが、大学 業後は牛窓に

り、家業の造 業を継いでいた。造 の影響から経

が き 、造 業を 業した後は、造 業の を

済しながら、2 に定 して牛窓に るまで、

大学で 教 活動を行う部 の 者として して

いた。現在は、しおまち 通り活性化プロ の

事 の 、牛窓地区で朝鮮通信使行 のイ ン が開

される「 戸 牛窓 流 スタ」の事 も っ

ている。

（1）プロ の概要

　牛窓地区で少子高齢化が進み、地元住民が牛窓に

を じていないように えたこと、 が牛窓に る

から見 り活動を かけていた住民も存在していたこ

とから、プロ の に至っている（ 3）。

に を いた活動ではなく、地元の住民が地域の

や文化に りを てるようになることを活動の いと

している。

（2）移住希望者への対応に いて

　移住希望者へ空き家の紹介などが行われており、プロ

ン ーの の には、 1 程 の

が られていた（ ）。こうした希望者に実 に

って人 も考 した上で 介が行われている。

. 住み継ぎの実

-1. 要

　2 11 2 1 に牛窓に移住し、住み継ぎを実 す

る 、 、 、 の居住者に対し、移住のきっかけ、

の 要

の

け
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移住先の し方と 定、入居時の家 とのやり り、住

宅の改修 や使い方、地域との関わり方に いてイン

タビュー調査を行い、実 調査あるいは により住宅

の 面 を した。なお、インタビュー調査は、

と では に、 では 親に、 では 親に対

して行っている。

-2. 住み継ぎの実

　 居住者の移住先の し方と移住先に関する

を 6、入居にあたっての家 とのやり りを 、地

域との関わり方を 、 住宅の改修 と使われ方に

いて 3 に示す。 6 は居住者の発 を

者がまと たものである。

（ ）

　 に住む は、木 を してインター

を通じて する 事をしており、地区 の 2 を 事

場と 宅として りている。 事場は、家 の が く

なった後、空き家となっていた へ調査対 者の が

入居した。 宅は、入居 はしおまち 通り活性化プ

ロ により 本大 の 者のた の

スとして されていたが、 スとしての

を することになり、 から の紹介を受け、

の が入居することになった。なお、 の

は移住するまでに、山 で らしたり、 京で 事場を

移住の

定 関 する 内

の

牛窓の移住者と

移住者 の

報に ての

と 牛窓 て と 報 て 岡山市内の 牛窓の

報 て 移 住 と て の て 2 1 に

に の と て 岡山 て住 と て

て の に と

牛窓 移住 に

る

の に の と て の 町の歴史

て とと と する とに て る と の 地に住

と の にして て の の の けて ると して て る け して

るの と け の け

の 過ぎて て に と に住 と に ると

牛窓の住 の

の

の 定

すの と と ると の て す に住 ると

牛窓のお の て の の す と

と の と して てす に る

ると る

への け

報の

に けて の へ し み て て と

に けて に るの と て

2 12 11 瀬戸内 に し に牛窓に に て の して

の 定

岡山の

の の

牛窓 の に の の

と けてお

牛窓へ に る の に に に て て る の 実 てる

し け に住 と の に 岡山 の の山の に て し お

すぎて すぎて に と の の 山の に て

の と け と の に住 と の と

の 住

との

牛窓の

2 1 の の に して と て の す に に て と

にお に て の して と

に け

の

の に す と と 牛窓に しする る と て に に 地 住 の

して て の の に の に と て

牛窓の

の 定

に ると に牛窓に て て 町 と す

に る と の に て け

と て に

て す て て と け

する の の 住 1 の 2 1 の に して の て して

に住み

の

に る

地域の 定

の2 移住 し しの に と るの と て るの て

て て の 内 と の 山 て 地 して

と 瀬戸内の て ると と し て

る 牛窓の と て ると 景 に て て

と 地 て て して ると 牛窓へ て

みると実 に し と

牛窓 の

の

みに牛窓に て へ て する て る け 報

定 する 牛窓に の

の

の 定

に として と の て て て す

住 る の と に て るし の窓 け の の 関

るの の に し 関 の の の と

の の 分 しみ ると

住者の 住歴
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改 しながら住んできた経 がある（ ）。

　 京で改 可能な が減ってきていたこと、 本

大 をきっかけに地方で に えたいと じたこと

から、移住を した。岡山県を移住先に た後に牛

窓を り、 れていた岡山市の 動 で牛窓への移住

者を紹介され、この移住者から現在の 事場に いて

を受けて 定に至った。この移住者も ー 家であ

り、 の居住者が入居する に牛窓に移住してい

る。 を受ける に、 ら牛窓を れ、地元の住人か

ら空き家を紹介されていたが、 が多く存在していた

ことなどにより、 には至らなかった。牛窓地区のも

や来 者に対する が、移住先の として

られている（ 6）。入居にあたっては、家 と

やり りしており、牛窓へ移住するまでの経 をもと

に、家 から信頼を るた 、 の 業を紹介する

を や 方の家 に している（ ）。

　 事場 宅の改修 と使われ方を

に示す。 事場に いては、家 の により の 、

の き替えが行われており、その の改修は入居者

の によるものである。入居 に の 事場と 宅と

N1 2

1 2

1 2

N

1 2
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し

の

2 の に
し

に

の

の

窓 の

る
に 現

て 窓
と て る

の し

2 お の し と て
る 関 の の
戸 て て る

関 する

2 る
の 1 する

に の 要 の
に し

にして る
て の

の 残し
て に
し と て る

の み
に て る

の に

関 する

の の して
ると

の と の

関 に ける

関
る にし

的 内 の

の
の の
の

し の
の

て

の

に
の

の

の て の
して と

の 内 と

の 内

と

の 内 と

の 内 と の 内 と
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もに、一 が を するた の 業場に てられてい

る。 の や の を の居住者から紹介を受け

た大工に依頼して行っている か、 窓の 入や

の り替えが予定されている。2 は や ー

として使 される予定であり、 や が り さ

れている。 宅に いては、入居後に ロ の が

どくなったた 、現在の りと事 の部 で居住者

により が され、 と が され

ており、 は家 が している。当 は応 の一

に りの 業場と事 のス ースを け、現在の

りの部 が として使われていたが、 業 がある

ことにより応 で ぐことができなかったた 、

の の改修が行われた後、 りと事 の部 が現在の

部 に された。

　移住後は りの いなどにも関わり、そうした地域

活動にもできる け したいと べている（ ）。

（ ）

　 には セ ー 家の 親と 学生と 学

生の子が居住しており、子は牛窓地区 の学 に通って

いる。調査対 者が入居するまでは、家 がたまに を

いたり、 い りするた に されていた。

　 の居住者は 本大 の 発事 による の

影響を 子が 念したことをきっかけに移住を し、

事 に をかけている（ 6）。紹介された牛窓の

空き家のうち、 の空き家は があったり、改修の必

要性を じたた 、 定には至らなかった。家 へは地

元住民 と数人の 家の 人を介して紹介された（

）。岡山市 の 動 からも の空き家を紹介されてい

たが、家が広すぎたこと、 の大きな が くにあ

り、 いと じたことから、そちらは されなかった。

　住宅は、 の に ス ー ーを使うた 、

に する部 が 事場に てられているが、 に

なた 、 さな 業 のみ現在の 事場に残し、 イ

ン を 事場にすることを考えている（ ）。 ビ

ン や イ ン の の の と 地 の高さの

戸の の 替えを、 人から紹介を受けた大工に

依頼している。この 発生した は入居者が して

いる。この大工は の の の などを き受

けた大工と 一の大工である。 ビン や イ ン に

は、 家 に紹介された で 入した ー

が されている。また いなどの りに関して、

に入居当 は子どもが れなかったことが き

れた。 は 2 で就 しており、 の さには 1 で

就 することで対応している。

　移住後は町 などの を っている（ ）。　

（ ）

　 にはドイ 出 の と岡山市出 の 、1 の子

が居住している。 は で ー ーとしての修業を

受けており、現在は牛窓地区 の ー で とし

て いている。 は の 家である。 は 1

の高 の により、1 の が く、調査対 者

が入居するまで り が見 からない であった。

　 の居住者は、 を に、 での生活を希望す

る の意 を踏まえて移住を した。牛窓を れた 、

地元住民 から空き家の紹介を受けた（ 6）。家

と する も が 介となっている（ ）。

の の改修 が必要 ったこともあり、家 は とに

するように に 定されている。

　住宅に いては、 イ や イ ーの改修が家

の により行われており、その の改修に いては居

住者が を している。 が入居し、1 の を改

修し、2 の ん を した後に が入居している。

の一 は、 の に てられ、 する部

も が ー ロンを開くた に改修 である（

6）。また、 ができる け ーを使わない生活を

けていることもあり、 ス ー や で を

る タン が により された。

　移住後、 の 人から紹介を受け、 は牛窓地区の

ー で いている（ ）。 住民とは、 われ

て一 にお りを見に行くなどのやり りがある。

（ ）

　 には、定 後牛窓に移住し、現在は活性化プ

ロ にも関わる 親と、2 代の子が居住してい

る。牛窓に移住するまでは大 で居住しており、地元

へ 居した経 はなかった。 は牛窓にある 動 に

家として されていたが、調査対 者が入居した

は 2 に多くの が残されていた。

　 の居住者は、都市部での らしに対し、 な

をしたくないと じたこと、 の を 念したこ

とから移住を した。移住先を る には、 や

地 を見て 戸 に を り、 を見て牛窓に

た（ 6）。牛窓に しながら生活 ービス を見

て るなど を みたが、 な を られな

かったた 牛窓の 動 を れ、そこで の紹介を

受けた。家 とのやり りは、 動 を介して行われ

ている（ ）。
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　居住者は、 スターなどを する があり、2

の一 が ン部 として使われている（ ）。

の ロー ン への 替えられ、 の

ン が され、 の住民から り受けた ー ー

スも されている。また、全 的に んでいた を

ら 修しており、入居時にあった も で けて

いる。入居 には ン の 替え、 の改修などが入

居者の により行われた。移住後は、 ち で

行われていたイ ン を れたことがきっかけで、地元

の活性化プロ にも している（ ）。牛窓

へ移住する 2 に町 を った経 から、移住後

は との き合いに関して 題は かったと べてい

る。

. 住み継ぎ 実現する の

-1. 住者の住み継ぎの

　3 の調査 から、住み継ぎを実 する上で関 の

あった行動や などを 出し、因 関係のあるも

の 士を で いで、1 2の住み継ぎのプロセス（ ）

（ ）を 居住者 とに 成する（ ）。それ れ

の行動や は以 の（1） （1 ）の に

できた。

　（1） （居住者の 居住地に対する住要 が 在化

するきっかけとなった出来事）

　（2）住要 の 在化（ らかの出来事をきっかけに

居住地に対して 在化した住要 ）

　（3） 行動（移住先や の を るた

に こした行動）

　（ ） の入 （移住先に関する の入 ）

　（ ）移住先の （居住者が入 した をもとに、

移住先に対して した ）

　（6） （住宅を りるときの家 とのやり り）

　（ ）修 （居住者にとって 必要な修 ）

　（ ）住要 （入居後に発生した住要 ）

　（ ）生活の 方や家 を工 （ の使い方や家 の

により住要 へ対応する）

　（1 ）改修（住宅そのものに を えることにより住

要 に対応する）

　（11）きっかけを る（地域 の の当 がある、

地域の活動に いて を る、 住民が す

るなど、地域 へ関わる上でのきっかけを る）

　（12）関わり方を （きっかけに対する意 定）

　（13） （地域活動への 、 住民との関わり）
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（1 ） 事の 保

　なお、3 2における移住のきっかけと移住先 しに関

するものは（1） （ ）に、改修 住宅の使われ

方に関するものは（ ） （1 ）に、移住後の地域との

関わりに関するものは（11） （13）に、就 に関わる

ものは（1 ）に対応している。また、（1）（ ）は（ ）、（ ）

（1 ）は（ ）、（11） （13）は（ ）、（1 ）は（ ）

のプロセスの に づけられる。　

　 居住者のプロセスを比 すると、（ ）は、「

行動」から「 の入 」へ、「 の入 」から「移

住先の 」へと進み、住宅と地域がともに 定した場

合に、「 」に至る。「 行動」には、 を

む、現地に するなど で する場合と、

動 を する、 人に を ける、牛窓への移住者を

するなど、 者に する場合の 2通りの があ

る。 を られなかった場合、あるいは「移住先の 」

において、地域や住宅に対して移住先として 的に

が ない場合は、再 「 行動」へ る。「 」

には、 介者を て する場合と、 ら する場合

がある。「 」の後は、入居 に改修が必要な場合は「改

修」を経て「入居」に至り、入居 に改修を行わない場

合はそのまま「入居」に至る。

　（ ）は、「住要 」が発生した後「生活の 方や家

を工 する」、または「改修」することで住要 を た

す、あるいは「生活の 方や家 を工 」した後、「改

修」することで住要 を たすプロセスである。「改修」

する方 としては、改修を 者に依頼する場合と、 ら

行う場合がみられる。

　（ ）のプロセスは、「きっかけを る」から、「関わ

り方を 」あるいは「 」へと進んでいる。

　（ ）に いては、 の事 で「 事の 保」がみ

られた。

-2. 住み継ぎ 実現する の

　 1で した 士の関係性を踏まえ、調

査した 事 全てに当てはまるような住み継ぎのプロセ

スを（ ） （ ） とに 成し（ ）、住み継ぎを

実現する上での課題に いて考 する。

（ ）移住先 し、 、入居

　移住先に関する「 行動」、「 の入 」、「移

住先に対する 」から成る。ま 的に地域や住宅

に いて を行い、 を られた場合は、移住

先としての を す。このとき、地域・住宅ともに

応できると した場合に「 」に進み、 されな

かった場合は、再 「 的な 行動」に る。

また、「 的な 行動」の 、 を られ

なかった場合は、 き続き で を行うか

し、「 的な 行動」あるいは「 者に きか

ける」ことにより再 を みる。

　地域や住宅に対して移住先としての を すには、

移住先の を る必要があるが、 で でき

ないと したとき、 を られる 者の存在が 要

となる。3 より、 の居住者は先に移住していた牛

窓の住民から を ており、 の居住者は 事

数人を介して を ていたが、その は地元

住民である の り合いであった。また、 の居住

者は から を紹介され、 の居住者は牛窓

の 動 を れたことで、 を ていた。このよ

住民や運営
組織からの
働きかけを
受ける

地域社会
との関係
（未構築）

地域社会と
関わりの
ある状態

活動内容や
主体に
対する判断

参加する

きっかけを得る関わり方を判断 参加

住み継ぎの

自主的な
情報収集
行動

他者に働
きかける

改修する

地域や住宅
に対する
判断

移住先の
住宅に入居

持ち主と
交渉、
取決め

移住を
決める

仲介者を
確保する

情報が
得られたか

入居前に改
修が必要か

単独交渉
できるか

適応でき
るか

単独で収集
できるか

牛窓の関係者に
接触できたか

情報収集行動 情報の入手

物件交渉 修繕

移住先の判断

室の使い方
や家具配置
を工夫

自ら改修
や修繕な
どを行う

住要求が満
たせたか

住要求が満
たせたか

他者にはた
らきかける

単独で対応
するか

住要求の
発生

住要求の
充足

生活の仕方や家具を工夫 改修

就労の必要
があるか

牛窓で
継続できる仕事を
持っているか

求職
活動 就職

移住先の
経済基盤

安定した
状態

仕事の確保

仕事の必要性を判断

住宅系研究報告会論文集 12　日本建築学会　2017.12

－ 126 －



うに に いては、地域住民や、その り合い、

地元の 動 などを介さなけれ られなかったと わ

れる。

（ ）住要 への対応

　移住後に発生した住要 に対して「生活の 方や家

を工 」する、また「改修」する から成る。生

活の 方や家 の工 を行ったことで、住要 が

た た場合は、住要 が したことになる。 た な

い場合は、 ら改修や修 を行い、住要 が た たか

どうか する。 た た場合は住要 が したこと

になる。 た ない場合、 き続き で対応すると

したときは、 ら改修や修 などを再 行い、 で

対応しないと したときは、 者に依頼する。これら

の 、住要 が た た場合は住要 が したこと

になり、 た ない場合は再 で対応するか す

る。

　 居住者は 事場や の空 を必要としていたが、

の使い方の工 により、そうした空 を 保している。

これは、 住宅の 模が居住者にとって できる

であることを として、住宅の 模が比 的大きかっ

たことから可能であったと考えられる。

　また、 の使い方や家 では住要 を た ない

場合、 で改修できるか、改修を依頼できる 者が存

在している必要がある。

（ ）地域 への

　地域 に していない 態にあった居住者が、住

民や地域 からの きかけがあったことで地域

に するきっかけを た後、地域 との関わり方

に いて意 定を行い、 することで、地域 と

関わりのある 態に至るプロセスである。

　3 でみたように、 や の居住者のように り

の や の当 など、地域 に関わるきっかけ

がある、あるいは、 のように 住民から いがあ

る、また の居住者のように地域活動を目にするなど

のきっかけがあり、これらの活動に なく して

いたことが、地域 へ する上で 要であった。　

（ ）経済的な 定性の 保

　 事が必要な場合は 事を 保した上で、経済的に

定した 態に至るプロセスである。なお、「 事の必要

性の 」は、調査対 者から られた発 ではな

く、 1で れなかった であるが、移住 に既

に牛窓で継続できる 事を ている居住者、または就

の必要が い居住者のプロセスも るた 、

に えている。就 の必要があるかどうか が され、

ない場合は 定した 態と見なし、ある場合は牛窓で継

続できる 事に就いていれ 定した 態と見なす。そ

うでない場合は、 活動を経て、牛窓で継続できる

事に就 することで、 定した 態に至ると見なす。3

より、 や の居住者は、木 や セ

ーの といった場 に 定されない 事に就いてお

り、 の居住者は、移住先で としての 術を生か

る 事を見 けていた。

. 章

（ ）3 で明らかにした住み継ぎの実態から 居住者

に着目すると、住み継ぎを実現する上では以 のような

が 要であったと考えられる。

　 の居住者は、 を紹介する を した上で家

とやり りを行ったり、 や工 としての空 を

た に、住宅の改修の多くを で行っていた。牛窓

へ移住する に、山 で居住したり、 京で 家を改

しながら住んできた経 の で に けたこうした 術

が、住み継ぎの実現に大きく影響していたと考えられる。

　 の居住者は、 居や改修の経 は かったが、移

住先の の入 や、住宅の改修や家 の調達は、 家

の ワー で を られたことで可能になってお

り、 事 の がりが、住み継ぎの実現に大きく影響

していたと考えられる。

の居住者は、 しや家 とのやり りにまち

づくり活動を行う住民が関わっており、こうした地元住

民からの支援が住み継ぎの実現に大きく影響していたと

考えられる。また、入居時は は であったが、当

地区に の 術を生か る 事が存在していたこと

が、牛窓で生活を継続する上で 要であったと考えられ

る。

　 の居住者は、住み継ぎを実 する上で、牛窓の

動 で空き家の を入 したり、 な修 を行い、

工事事業者へ工事を依頼して住要 を たすなど、多く

を地元住民や 人からの支援を に行っているが、移

住後に地域住民と関わりながら生活を続けるにあたって

は、 居住地で町 を った経 が大きく影響して

いた。

（ ） より、本研究で研究対 とした 事 の住み

継ぎの事 に 通してみられた住み継ぎの実現要因と

して、以 のような 見が られた。

（ ）移住を た後、移住先 しや家 との を経
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11）三宅 一 、「江戸の 都市」、1 、 島出

12） 工業大学 研究 「 ー イン・ ーべイ 牛窓の地

域文化と 工業大学三宅研究 」、 文化 1

6

13 実、 、 、 子：岡山県 戸 市牛窓

地区における木造住宅の住み継ぎに関する研究 住み継ぎを実 する

居住者へのインタビュー調査を通して 、 本 学 大 学術

概 2 1 1 3 1

1 実、 、 ：岡山県 戸 市牛窓地区におけ

る移住者による住み継ぎの実態 的町並みの残る過疎地域におけ

る住み継ぎの実現要因に関する研究　その 、 本 学 大 学

術 概 2 16 1 1 1 2

1 ） 、 実、 、 ：岡山県 戸 市牛窓

地区における移住者による住み継ぎのプロセス 的町並みの残る

過疎地域における住み継ぎの実現要因に関する研究　その 2 、 本

学 大 学術 概 2 16 1 3 1

　本研究は京都大学 研究 と キュ ー 住生活研究 との

研究の成 の一部である。また、調査にあたっては「牛窓しおまち

通りの保存と活性化プロ 」に いた いた。ここに

して 意を す。

考文

1） 人 者住宅 ：住み継がれる家の価値 2 1 2

2） 人 者住宅 ：住み継がれる家の価値 2 12 2

3）山本 子、 人：地方 の空き家改修助成 を 入し

た定住支援 ス の 態、 本 学 文

6 1111 111 2 13

） 人、山本 子：「 るさと島 定住 」の空き家活 助成

を した民家改修事 地域における空き家活 ス

に関する研究 、 本 学 文 62 111 11

2 1

） 人、山本 子、 上 ：入居者の による 住宅

への民家改修事 定 家方 による民家再生 ス に関する研

究 、 本 学 文 6 11 122 2 6 11

6）山本 子： 地域における空き家活 ス に関する研究（山

口大学大学院 工学研究科博士 文）、2

：住み継ぐという住まい方の実現に けた住 支援に関す

る研究（京都大学大学院工学研究科博士 文）、2 1

牛窓町 「牛窓町 　 1　美術・工芸・ 」、

1 6

牛窓町 「牛窓町 　通 」、2 1

1 岡山 科大学 岡山学 研究 「 戸 を科学する 1　

ー 岡山学 11」、2 13

て住宅へ入居する

1） の を るにあたり、移住先と関わりの い

動 や住民と関わる がある、あるいはそうした

住民への人 を っていたこと。

（ ）入居した住宅に対する住要 を たす

2 住宅の 模が居住者にとって できる で比

的大きく、 事場や の部 などの空 を 保でき

たこと。

3）改修が必要な 、 ら改修する、あるいは 人など

改修できる大工に依頼することができたこと。

（ ）入居後に地域 に する

） の当 や 住民からの きかけなど、地域

に するきっかけがあり、そうした活動に す

る意 があったこと。

（ ）経済的な 定性を 保する

）移住先でも継続できる 事を っていた、あるいは

移住先に らの 術を生か る 事が存在していたこ

と。

　なお、本研究で り上 た調査事 より、しおまち

通り活性化プロ に する が住み継ぎの

プロセスに 要な を たしていると考えられ、プロ

の活動が住み継ぎの実現に えている影響に

いても今後 していく必要がある。
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